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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第２四半期 4,667 2.9 △324 － △292 － △263 － 

26年３月期第２四半期 4,534 △17.1 △823 － △771 － △576 － 
 
（注）包括利益 27年３月期第２四半期 △211 百万円 （－ ％） 26年３月期第２四半期 △447 百万円 （－％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第２四半期 △12.26 － 

26年３月期第２四半期 △26.88 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

27年３月期第２四半期 14,647 7,418 50.6 345.90 

26年３月期 17,875 7,802 43.6 363.83 
 
（参考）自己資本 27年３月期第２四半期 7,418 百万円   26年３月期 7,802 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年３月期 － 0.00 － 7.00 7.00 

27年３月期 － －      

27年３月期（予想）     － 7.00 7.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

  

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 16,950 5.0 1,240 21.4 1,310 18.7 780 27.3 36.37 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 有    

新規  －社  （社名）     、除外  1社  （社名）株式会社水機メンテナンスサービス 

(注)詳細は、添付資料P.3「2．サマリー情報(注記事項)に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重
要な子会社の異動」をご覧ください。 
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 有    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 有    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

（注）第１四半期連結会計期間より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更
と区別することが困難な場合」に該当しております。詳細は、添付資料Ｐ.3「２．サマリー情報(注記事項)
に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期２Ｑ 21,479,844 株 26年３月期 21,479,844 株 

②  期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 33,752 株 26年３月期 33,701 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 21,446,112 株 26年３月期２Ｑ 21,448,271 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に

不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。な

お、上記予想に関する事項は、【添付資料】P．３「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧

ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

 当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、消費税増税と諸物価上昇の中で緩やかに景気回復しつつある

状況の下、当社グループとしては、平成25年度からスタートした新中期経営計画の着実な実行により、グループ一

丸となって更なる企業体質の強化と成長戦略の実行に努めています。 

 当第２四半期の連結業績については、受注高は、主力の上下水道事業における契約が概ね横ばいで推移し97億5

百万円（前年同期比2.5％減少）と前年同期比で微減となりました。 

 この減少の要因は、水処理プラント大口案件の契約減少の一方で、メンテナンス契約増加並びに運転管理委託契

約更新時期集中に伴い契約が増加したことによります。 

 売上高については、プラント工事の順調な進捗を背景に、前年同期に比べ微増の、46億67百万円（前年同期比

2.9％増加）となりました。 

 損益の状況につきましては、前年同期に比べ売上総利益率が改善するものの、営業損失3億24百万円（前年同期

は営業損失8億23百万円）、経常損失2億92百万円（前年同期は経常損失7億71百万円）、四半期純損失2億63百万円

（前年同期は四半期純損失5億76百万円）となりました。 

 なお、当社グループの主力である水処理事業の特徴としては、売上計上が第４四半期連結会計期間に集中する傾

向がある一方、販売費及び一般管理費等においては各四半期における変動が少ないことから、利益面については売

上高と同様に第４四半期連結会計期間に偏重する傾向があります。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前期末に比べて32億28百万円減少し、146億47百万円となって

おります。主な要因としては、前期末の売上債権を回収したことにより、受取手形及び売掛金が38億37百万円の減

少となる一方、上記債権の回収により現預金及び預け金の合計額が60百万円、仕掛品が3億99百万円、その他流動

資産が1億18百万円それぞれ増加したことによるものです。 

 負債につきましては、前期末に比べて28億44百万円減少し、72億28百万円となっております。主な要因として

は、仕入債務の支払いにより支払手形及び買掛金が30億10百万円、納税に伴い未払法人税等が4億28百万円、その

他の流動負債が1億83百万円それぞれ減少となる一方、前受金が9億28百万円増加したことによるものです。 

 純資産につきましては、前期末に比べ3億84百万円減少し、74億18百万円となっております。主な要因として

は、四半期純損失の計上や配当金の支払いにより、利益剰余金が4億35百万円、為替換算調整勘定が42百万円それ

ぞれ減少する一方で、有価証券評価差額金が89百万円増加したことによるものです。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、売上債権の減少による

収入38億37百万円があった一方、税金等調整前四半期純損失2億92百万円の計上、ならびに仕入債務の減少による

支出30億10百万円があったこと等により、前連結会計年度末に比べ54百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末

には49億91百万円（前期末比1.1％増）となりました。 

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、前年同期と比較して6億46百万円減少し、2億43百万円の収入となりまし

た。主な要因としては、売上債権の減少による収入38億37百万円及び前受金の増加による収入9億28百万円があっ

た一方、仕入債務の減少による支出30億10百万円や法人税等の支払4億57百万円、たな卸資産の増加による支出4億

25百万円、未払消費税の減少による支出3億12百万円、税金等調整前四半期純損失2億92百万円の計上があったこと

等によるものです。なお、当社グループ水処理事業においては、プラント工事の金額規模等が異なるため、各々の

支払状況や入金状況によって連結会計年度毎に大きな増減があります。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、前年同期と比較して22百万円減少し、35百万円の支出となりました。主

な要因としては、有形固定資産の取得による支出23百万円並びに関係会社出資金の払込による支出10百万円があっ

たこと等によるものです。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、前年同期と比較して1百万円増加し、１億54百万円の支出となりまし

た。主な要因としては、配当金の支払額１億50百万円があったこと等によるものです。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成27年３月期の業績予想（連結・個別）につきましては、平成26年５月７日付公表の予想から修正はありませ

ん。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 前連結会計年度まで連結子会社であった株式会社水機メンテナンスサービスは、同じく連結子会社の株式会社水

機テクノスを存続会社とする吸収合併により消滅しているため、第1四半期連結会計期間より、連結の範囲から除

外しております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平均残存

勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単

一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、第１四半期

連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減して

おります。

 この結果、第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が22百万円増加し、利益剰余金が22百万円減少

しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失への影響額

はそれぞれ軽微であります。

 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 当社グループは、有形固定資産（リース資産を除く）の減価償却の方法について、従来、定率法（ただし、平成

10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）は定額法）によっていましたが、第１四半期連結会計期間よ

り定額法に変更しております。

 これは、当連結会計年度より開始する親会社東レ株式会社の中期経営計画及び当社中期経営計画に鑑み、設備投

資計画を検討した結果、今後、概ね安定的かつ定期的に本社屋附属設備ならびに工場設備維持のための更新投資が

推移する見通しであることから、その使用便益が平均的に原価・費用配分される定額法によることが、有形固定資

産（リース資産を除く）の使用実態をより適切に反映した減価償却方法と判断しております。

 なお、この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,841 2,691 

預け金 2,101 2,311 

受取手形及び売掛金 6,698 2,861 

商品及び製品 6 6 

販売用不動産 35 32 

仕掛品 134 533 

原材料 307 337 

その他 1,691 1,810 

貸倒引当金 △59 △55 

流動資産合計 13,756 10,528 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 943 926 

機械装置及び運搬具（純額） 38 39 

土地 858 858 

その他（純額） 33 27 

有形固定資産合計 1,873 1,851 

無形固定資産 115 107 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,991 2,032 

その他 139 127 

投資その他の資産合計 2,130 2,159 

固定資産合計 4,119 4,118 

資産合計 17,875 14,647 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,942 1,932 

未払法人税等 451 23 

前受金 454 1,382 

受注損失引当金 477 277 

引当金 86 63 

その他 1,692 1,508 

流動負債合計 8,105 5,187 

固定負債    

退職給付に係る負債 1,868 1,929 

引当金 66 75 

その他 32 36 

固定負債合計 1,967 2,041 

負債合計 10,073 7,228 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,947 1,947 

資本剰余金 1,537 1,537 

利益剰余金 4,212 3,776 

自己株式 △8 △8 

株主資本合計 7,688 7,253 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 118 208 

為替換算調整勘定 192 149 

退職給付に係る調整累計額 △197 △192 

その他の包括利益累計額合計 113 164 

純資産合計 7,802 7,418 

負債純資産合計 17,875 14,647 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 4,534 4,667 

売上原価 4,275 3,929 

売上総利益 258 738 

販売費及び一般管理費 1,081 1,062 

営業損失（△） △823 △324 

営業外収益    

受取利息 7 13 

受取配当金 5 7 

持分法による投資利益 22 － 

負ののれん償却額 1 － 

償却債権取立益 － 11 

その他 21 24 

営業外収益合計 57 56 

営業外費用    

支払保証料 4 7 

持分法による投資損失 － 15 

その他 0 0 

営業外費用合計 4 24 

経常損失（△） △771 △292 

特別利益    

関係会社出資金売却益 6 － 

特別利益合計 6 － 

特別損失    

固定資産除却損 0 － 

特別損失合計 0 － 

税金等調整前四半期純損失（△） △764 △292 

法人税、住民税及び事業税 15 21 

法人税等調整額 △203 △50 

法人税等合計 △188 △29 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △576 △263 

四半期純損失（△） △576 △263 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △576 △263 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 34 89 

退職給付に係る調整額 － 4 

持分法適用会社に対する持分相当額 94 △42 

その他の包括利益合計 129 51 

四半期包括利益 △447 △211 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △447 △211 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    
税金等調整前四半期純損失（△） △764 △292 
減価償却費 43 43 
負ののれん償却額 △1 － 
貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 △4 
受注損失引当金の増減額（△は減少） 221 △200 
退職給付引当金の増減額（△は減少） 32 － 
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 37 
受取利息及び受取配当金 △12 △20 
為替差損益（△は益） △0 △2 
持分法による投資損益（△は益） △22 15 
関係会社出資金売却損益（△は益） △6 － 
売上債権の増減額（△は増加） 4,004 3,837 
たな卸資産の増減額（△は増加） △370 △425 
仕入債務の増減額（△は減少） △2,180 △3,010 
前受金の増減額（△は減少） 489 928 
未収消費税等の増減額（△は増加） 38 △168 
未払消費税等の増減額（△は減少） 46 △312 
その他の流動資産の増減額（△は増加） △341 88 
その他の流動負債の増減額（△は減少） 0 135 
その他 6 14 

小計 1,179 665 

利息及び配当金の受取額 23 35 
利息の支払額 △0 － 
法人税等の支払額 △317 △457 
法人税等の還付額 5 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 890 243 

投資活動によるキャッシュ・フロー    
定期預金の預入による支出 △6 △6 
有形固定資産の取得による支出 △11 △23 
無形固定資産の取得による支出 △25 △8 
投資有価証券の取得による支出 △0 △0 
関係会社出資金の売却による収入 25 － 
関係会社出資金の払込による支出 - △10 
貸付金の回収による収入 3 3 
差入保証金の回収による収入 － 10 
敷金の差入による支出 △2 △1 
敷金の回収による収入 2 0 
その他 0 － 

投資活動によるキャッシュ・フロー △13 △35 

財務活動によるキャッシュ・フロー    
リース債務の返済による支出 △3 △3 
長期未払金の返済による支出 △2 △1 
自己株式の取得による支出 △0 △0 
配当金の支払額 △150 △150 

財務活動によるキャッシュ・フロー △156 △154 

現金及び現金同等物に係る換算差額 － 1 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 720 54 

現金及び現金同等物の期首残高 4,607 4,937 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,328 4,991 

 

- 8 -

水道機工㈱(6403)　平成27年3月期　第2四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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